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以下の問題について、解答用紙に答えよ。 

ただし、どの問題の解答であるかが明確にわかるように解答用紙に記すこと。 

 

1. 次の行列の固有値を求め、この行列が対角化可能であるか、説明せよ。 
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2. 行列
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A の )1( ≥nAn を求めよ。 

3. 次の 2次形式の符号を求めよ。 

  (1) xzyzxyzyx 2222 222 +−−−+  (2) zxyzxy ++  

4.  2≥n とし、 Aを対角成分がすべて 0に等しいn次上三角行列とする。次の問い 

   に答えよ。 

  (1) OAn = を示せ。 

  (2) }{Im oKer AA =∩ ϕϕ ならば、 OA = を示せ。ここで、 Aϕ は Aが定める線形写                        

  像 AaaCC nn

A a;: →ϕ を表す。 

5. 以下、行列の成分はすべて複素数とし、 1, ≥nm とする。n次正方行列 Aはn個の

異なる固有値をもつとし、 n次正方行列 Bは BAAB = をみたすとする。次の問い

に答えよ。 

(1) Aの固有値λ対する固有ベクトルaに対して、 ο≠Ba ならば、Baは Aのλに 

 対する固有ベクトルであることを示せ。 

(2) Aの固有ベクトルからなる nC の基底 naa ,,1 K に関するBの表現行列は、対角行

列であることを示せ。 

(3)m次多項式 ),,()( 010 Caaxaxaaxf m

m

m ∈+++= KL が



OAaEaAf m

m =++= L0)( を満たすならば、 nm ≥ であることを示せ。ただし

「異なるn個の根をもつ複素係数多項式の次数はn以上である」ことを証明せず

に用いてよい。 

(4) nV {:= 次正方行列 XAAXOXAAXX ==− }(; をみたすn次正方行列 X 全体 )

を、行列の和と複素数によるスカラー倍によりC線形空間とみなす。このとき、
1,,, −nAAE L はV の基底であることを示せ。 

 注. (3),(4)において、Eはn次単位行列を表す。 


